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本論文では，これまで筆者らが開発してきた周遊型観光消費モデルを用いてリニア中央新幹線の開

業が，韓国と北米，それぞれの観光消費に与える影響について比較分析を行った．分析の結果，北米

からの観光客は距離抵抗が小さく，東京都や千葉県から東海道，京都府や大阪府，兵庫県や広島県等

に関心を持っていること，他方で，韓国からの観光客は距離抵抗が大きく，大都市圏の周辺部や地方

圏にも関心を持っていること，こうした観光特性を反映して，北米からの観光客はリニア中央新幹線

の開業によってさらに広域での観光消費を増加させること，韓国からの観光客は山梨県や三重県，奈

良県等，限られた地域での観光消費を増加させること，さらに広域を周遊する北米の観光客の方が効

用の変化が大きいこと，また，首都圏の空港より関西空港や中部空港の方が効用の変化が大きいこと

などが明らかにされる． 
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In this paper, using a tourist consumption model that we have developed in the previous paper, we conducted a 

comparative analysis on the tourist consumption between Korea and North America after opening the Maglev Line 

in Japan. As a result of analysis, tourists from North America are less resistant to distance, and they have interest in 

the Tokyo metropolitan region, the Osaka metropolitan region, Sanyo region etc. On the other hand, tourists from 

Korea are highly resistant to distance and they are interested in the suburbs of the metropolitan regions and the other 

regions. Also, reflecting such tourist characteristics, tourists from North America will increase their consumption in 

many regions by opening the Maglev line. On the other hand, tourists from Korea will increase their consumption 

in limited regions such as Yamanashi, Mie, Nara prefectures and so on. Furthermore, the change of utility is bigger 

for North American tourists than for South Korea tourists, and the change of utility is bigger from Kansai and Chubu 

Airport than from airports in the Tokyo metropolitan regions. 
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1.  はじめに 

訪日外国人が増加する中で，政府はこれを2020 年までに4,000 万人，2030 年までに6,000 万人ま

で増やす政策目標を掲げている 1)．また，現在，訪日外国人の多くが首都圏や近畿圏を観光している

ため，今後，地方圏を旅行する外国人を増加させ，これを地方創生の起爆剤にしようとしている．と

ころが，首都圏では観光地が空間的に集中しているのに対し，地方圏では観光地が空間的に分散して

いることが多い．そのため，これら空間的に分散した観光地をネットワーク化し，その周遊を可能に

することが重要であると考えられる2)． 

また，現在，首都圏と近畿圏を結ぶリニア中央新幹線の建設が進められており，リニア中央新幹線

の開業は訪日外国人の周遊行動に大きな影響を与えることが予想される．また，リニア中央新幹線の

開業によって移動時間が短縮すれば，これまで移動時間の制約から周遊が難しかった地域でも周遊が

可能になり，これによって地域の観光関連事業者に大きな影響が発生することが予想される．逆に，

リニア中央新幹線の開業に向けて，それぞれの地域が連携して新しい観光サービスを提供すれば，よ

り多くの外国人観光客を取り込むことも可能になるものと考えられる． 

他方で，リニア中央新幹線の開業が沿線地域に与える影響については，これまでにも多くの研究が

行われてきた 3),4)．これらの研究はリニア中央新幹線の開業が国内の地域間取引に与える影響を分析

するものが多いが，リニア中央新幹線の開業は外国人観光客の観光消費にも大きな影響を与えるもの

と考えられる．このとき，外国人観光客は複数の観光地を周遊することが多く，同時に観光客の周遊

特性は国によって異なる．そのため，こうした観光特性の違いを十分考慮した上で，リニア中央新幹

線の開業が外国人観光客の観光消費に与える影響を分析することが重要であると考えられる． 

そこで，本研究では，韓国と北米，日本への距離の異なる2つの観光客を取り上げ，これまで筆者

らが開発してきたマクロな周遊型観光消費モデルを用いて，リニア中央新幹線の開業がその観光消費

に与える影響を分析し，両者の違いを明らかにすることを目的とする．以下，2．では，従来の関連研

究について整理し，本研究の位置づけについて述べる．また，3．では，本研究で用いる周遊型観光消

費モデルの基本コンセプトについて説明する。そして、4. では，作成した47都道府県モデルを用い

てリニア中央新幹線の影響分析を行った結果について報告する．なお、紙面の都合により、周遊型観

光消費モデルのモデル構造およびそのパラメータ推定については、研究発表の時に説明することにす

る。 

 

2.  従来の関連研究 

 (1)  観光流動データ 

近年，訪日外国人が増加する中で，その観光の実態を明らかにしようとする調査研究が行われてき

ている．これらの研究は大きく２つのアプローチに分類できる．一つは訪日外国人の観光行動をミク



ロな視点から分析しようとするものであり，もう一つは訪日外国人の観光の全体像をマクロな視点か

ら分析しようとするものである．前者の中には，訪日外国人が利用するモバイル端末から位置情報を

取得し，観光客の行動を分析しようとする研究もある 5),6)．他方で，後者の中には，観光庁が実施し

ている「訪日外国人消費動向調査」や 7)，国土交通省が実施している「訪日外国人流動データ」等が

ある 8)．「訪日外国人流動データ」では，訪日外国人の旅客流動の全体像を把握するために訪日外国

人流動表を提供している．この訪日外国人流動表を用いると，訪日外国人の出発地から目的地への旅

客流動が分かるだけでなく，入国空港から第1目的地への旅客流動や，最終出発地から出国空港への

旅客流動も把握することができる． 

(2) 観光流動モデル 

他方で，交通計画の分野では，マクロな観光流動を分析することを目的とした観光流動モデルが開

発されてきている．例えば，佐々木ら(1968)は吸収マルコフモデルを用いてイベント会場内の観客流

動を分析する観客流動モデルを開発している 9)．また，西井ら(1993)は吸収マルコフモデルを用いて

国内観光を分析する観光流動モデルを開発している10)．さらに，筆者ら(2019)も訪日外国人流動表を

用いて訪日外国人の周遊観光を分析する観光消費モデルの開発を行い，国際航空路線の誘致が観光産

業に与える影響について分析してきた11)．また，観光消費の代替性を仮定した周遊型観光消費モデル

を開発し，これを用いてリニア中央新幹線の開業が訪日外国人の観光消費に与える影響についても分

析を行ってきた12)．ところが，訪日外国人は国によって観光特性が大きく異なるため，こうした国に

よる観光特性の違いを明らかにした上で，リニア中央新幹線の開業が訪日外国人の観光消費に与える

影響を分析することが重要であると考えられる． 

(3) 本研究の位置づけ 

(1)で説明した訪日外国人流動表は訪日外国人の国籍毎に提供されている．そのため，それぞれの国

籍の訪日外国人流動表を用いて周遊型観光消費モデルを開発すれば，それぞれの訪日外国人の観光消

費がリニア中央新幹線の開業によってどのように変化するのかを分析することが可能になるものと考

えられる．そこで，本研究では，韓国と北米，日本からの距離の異なる2つの観光客を取り上げ，ま

ずはそれぞれのモデルパラメータを推定し，両者を比較することにより，その観光特性の違いを明ら

かにする．次に，開発した２つの周遊型観光消費モデルを用いてリニア中央新幹線の開業が韓国と北

米からの観光客の周遊消費に与える影響をそれぞれ分析する．そして，その分析結果を比較すること

により，両者の観光特性の違いがリニア中央新幹線の影響にどのような違いを生み出すのかを明らか

にすることを試みる． 

 

3. モデルの基本コンセプト 

(1) 周遊サービスの定義 

 外国人観光客は日本国内の幾つかの観光地を周遊しながら観光消費を行っている．ここでは，代表

的個人を仮定して、高速鉄道への投資が外国人の観光消費にどのような影響を与えるのかを分析する

集計型モデルを開発する．ある空港から入国した観光客は最初の観光地で観光サービスを消費し，そ

の後，幾つかの観光地を周遊しながら，それぞれの観光地で観光サービスを消費する．ここでは，観

光客がこうした周遊観光を行うために，仮想的に最初の観光地でその後の周遊観光に必要な周遊サー

ビスを一括して購入するものとする．そして，この周遊サービスには最初の観光地で提供される観光

サービスだけでなく，その後に周遊する観光地で提供される観光サービスがすべてパケージ化されて

いるものとする． 



 

 

 

図-1 周遊サービスの生産関数 

表-1 基準データセット 

 

 

(2) 周遊サービスの生産 

 また，それぞれの観光地には、この代表的個人に周遊サービスを提供する周遊サービス企業が存在

しているものと仮定する．この周遊サービス企業はあくまで周遊観光を考えるために仮想的に考えた

ものであり、現実の企業と対応するものではない。周遊サービス企業はその観光地で提供される観光

サービスと，その後の周遊観光に必要な周遊サービスをそれぞれ次の観光地から投入して，その観光

地で提供する周遊サービスを生産しているものとする（図-1）．また，次の観光地への移動には，(3)

で説明する交通一般化費用が考慮されるものとする．同様にして，次の観光地でも周遊サービス企業

が存在し，周遊観光に必要な周遊サービスを生産しているものとする．その結果，観光客が最初の観

光地で購入する周遊サービスには，最初の観光地で提供される観光サービスだけでなく，その後に周

遊する観光地で提供される観光サービスがすべてパッケージ化されることになる． 

(3) 交通一般化費用 

 また，周遊サービスの中には，それぞれの観光地で提供される観光サービスだけでなく，観光地を

移動するために必要な交通サービスも含まれているとする．このとき，交通サービスの価格として交

通費用を用いると，周遊サービスの価格は交通費用の関数として表されることになる．さらに，本研

究では交通費用を交通一般化費用として定義する．つまり，交通費用には移動に必要な金銭的費用の

みならず，観光地を移動するために必要な時間費用も含まれるものとする．これによって，外国人観

光客は観光地の移動に必要な金銭的費用だけでなく，観光地を周遊するために必要な時間費用につい

ても考慮しながら，どの周遊サービスを購入するかを決定することになる． 

 (4) 基準時の観光消費データ 

 本研究では，訪日外国人が周遊しながら行う観光消費を把握するために，表-1に示した基準データ

セットを作成する．この基準データセットは産業連関表と同じ表形式であり，列方向に見ると投入が，

また，行方向に見ると産出がそれぞれ把握できる．まず，空港の欄を列方向に見ると，ある空港から

入国した観光客がどの観光地で生産された周遊サービスを投入しているのかが分かる．また，観光地

の欄を列方向に見ると，ある観光地の周遊サービス企業が次の観光地で提供される周遊サービスをど

れだけ投入し，あわせてその観光地で提供される観光サービスをどれだけ投入しているかが分かる．

他方で，観光地の欄を行方向に見ると，ある観光地の周遊サービスがどの観光地の周遊サービス企業

に産出され，あわせてどの空港に到着した訪日外国人に産出されているのかを把握することができる． 

 



 

4. リニア中央新幹線の影響分析 

 (1) 前提条件 

既存の交通ネットワークにリニア中央新幹線を加えて，都道府県間の移動時間を求めた13）．このと

き，リニア中央新幹線の開業を，1)名古屋開業，2)大阪開業の2つのケースに分けて分析を行った．

また、リニア中央新幹線開業後の交通費用を求め、価格の方程式を解いて交通費用の変化が周遊サー

ビスの価格および合成サービスの価格に与える影響を求めた．さらに、数量の方程式を解いて交通費

用の変化が周遊サービスの生産および合成サービスの投入に与える影響を求めた．そして、観光地毎

に観光サービスの消費に与える影響を，また，入国空港毎に訪日外国人の効用に与える影響をそれぞ

れ分析した． 

(2) 周遊サービスの価格変化 

 図-2はリニア中央新幹線の開業による周遊サービスの価格変化を示したものである．ここでは、紙

面の都合により省略したが、パラメータ推定の結果から、韓国からの観光客は大都市圏の中心部のみ

ならず，大都市圏の周辺部や地方圏の観光地にも関心があること、しかし，その滞在日数は比較的短

く，あまり多くの観光地を周遊しないことが明らかになっている．その結果，リニア中央新幹線の開

業によって，その沿線に位置する山梨県や三重県，奈良県で周遊サービスの価格が大きく低下するも

のの，その広がりは北米と比べると小さいことがわかる．これに対して北米からの観光客は比較的滞

在日数が長く，観光地を広域的に周遊する傾向にある．そのため，リニア中央新幹線の開業によって，

その沿線に位置する山梨県や三重県，奈良県で周遊サービスの価格が大きく低下するだけでなく，和

歌山県や京都府、鳥取県や広島県等，既存の交通ネットワークが接続する地域でも周遊サービスの価

格が低下し，これらの観光地の周遊が容易になることがわかる． 

(3) 観光消費の変化 

図-3はリニア中央新幹線の開業による観光サービスの消費の変化を示したものである．韓国からの

観光客の場合，リニア中央新幹線の開業によって，その沿線に位置する山梨県や三重県，奈良県で観 
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b) 北⽶ 

図-2 周遊サービスの価格変化（大阪開業時） 
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図-3 観光消費の変化（大阪開業時） 

 

 
a)  韓国 

 

b) 北⽶ 

図-4 効用の変化 

 

光サービスの消費が大きく増加することがわかる．しかし，これ以外の地域では観光サービスの消費

は大きく増加しないこともわかる．他方で，北米からの観光客の場合，リニア中央新幹線の開業によ

って，その沿線に位置する山梨県や岐阜県，三重県や奈良県で観光サービスの消費が増加するだけで

なく，既存の交通ネットワークが接続する京都府や和歌山県，兵庫県や広島県でも観光サービスの消

費が増加していることがわかる．つまり，リニア中央新幹線の開業はその沿線に留まらず，かなり広

い範囲で観光サービスの消費が増加することがわかる． 

(4)  効用の変化 

図-4はリニア中央新幹線の開業による効用の変化を入国空港毎に示したものである．韓国の場合も，
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北米の場合も，リニア中央新幹線の開業によってすべての空港で入国者の効用が増加することがわか

る．また，韓国の効用の変化に比べると，北米の効用の変化の方が大きいことがわかる．北米の観光

客は広域を周遊するため，リニア中央新幹線の開業によってさらに広域を周遊できるようになるため，

効用の変化が大きいものと考えられる．他方で，効用の変化は成田空港や羽田空港に比べると，関西

空港や中部空港の方が大きいこともわかる．成田空港や羽田空港からの入国者の中には関東地域だけ

を周遊する人が多いのに対して，関西空港や中部空港からの入国者の中には関西地域や中部地域だけ

でなく，関東地域を周遊する人が多い．そのため，関西空港や中部空港からの入国者はリニア中央新

幹線の開業によって広域的な周遊がさらに便利になるものと考えられる．確かに，関東地域だけを周

遊する訪日外国人には成田空港や羽田空港からの入国が便利であると考えられるが，リニア中央新幹

線の開業によって3大都市圏を中心にして国内各地を周遊する観光客を増やすためには，リニア中央

新幹線の開業にあわせて，さらに積極的に関西空港や中部空港を活用していくことも重要であると考

えられる． 

 

謝辞 

本研究は，関西空港調査会2019 年度調査研究助成および南山大学2019 年度パッヘ研究奨励金I-A-2

の研究助成を受けて実施したものである． 

 

参考文献 

1) 鈴木昭久・中村幸之進：地域国土交通政策最前線「昇龍道プロジェクト」推進でインバウンド目

標4000万人実現をサポート，Vol.58，No.10，pp.52-59，時評，2016. 

2) 野俣光孝：運輸政策トピックス 昇龍道プロジェクトの推進 : 中部北陸9県連携による訪日外国

人誘致促進，Vol.18，No.2，pp.38-43，運輸政策研究，2015. 

3) 中央新幹線沿線学者会議：リニア中央新幹線で日本は変わる，PHPエディターズグループ，2001. 

4) 例えば，奥田隆明：大都市圏戦略としてのリニア中央新幹線整備～計量分析の結果を踏まえて～，

中部圏研究，No.197，pp.80-89，中部圏社会経済研究所，2012. 

5) 内閣府まち・ひと・しごと創生本部：地域経済分析システム（RESAS），内閣府， 2015. 

6) 観光庁：ICTを活用した訪日外国人観光動態調査報告書，観光庁，2015. 

7) 観光庁：訪日外国人の消費動向～訪日外国人消費動向調査結果及び分析張調査～，観光庁， 2016. 

8) 国土交通省：FF-Data（訪日外国人流動データ）の概要と利用例，国土交通省， 2017. 

9) 佐々木綱・松井寛：会場内の観客流動モデル，No.159，pp.90-95，土木学会論文集， 1968. 

10) 西井和夫・古屋秀樹・坂井努：トリップチェインアプローチによる観光周遊行動の時空間特性， 

No.16 (1)，pp.173-178，土木計画学研究・講演集，1993. 

11) 奥田隆明・劉哲智：国際航空路線の就航による受益地域の特定，～訪日外国人流動表を用いた周

遊型観光消費モデルの開発～，Vol.48，No.2，pp.157-171,地域学研究，2019. 

12) 奥田隆明：高速鉄道投資による外国人観光消費の変化～周遊型観光消費モデルを用いて～，土木

計画学研究・講演集，Vol.57，2018. 

13) JTB：JTB時刻表，2010年10月号，JTBパブリッシング，2010. 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


